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資料提供 平成２４年４月１３日
環境整備課 電話（１６２２）

美の国秋田ネットへの掲載 有

災害廃棄物の試験焼却結果について

大仙美郷環境事業組合（大仙美郷クリーンセンター）において３月２６日（月）から

２８日（水）にかけて災害廃棄物の試験焼却を実施しましたが、その結果をとりまとめ

ましたので、お知らせします。

大仙美郷クリーンセンターで実施した岩手県宮古市で発生した災害廃棄物の試験焼却

について、「秋田県における災害廃棄物の処理に関するガイドライン」に基づき焼却灰

や排ガス、地下水等の放射性セシウム、周辺の空間放射線量率などの測定を行った結果

は、いずれも問題のないレベルであった。

１ 試験焼却の概要

事前確認調査により安全性を確認した岩手県宮古市の災害廃棄物（木くず等の可燃

性廃棄物）を大仙美郷クリーンセンターに搬入し、通常の可燃ごみと混合の上、焼却

し、焼却灰（主灰、飛灰固化物）は一般廃棄物最終処分場に埋立処分した。

焼却施設
大仙美郷クリーンセンター１号炉（焼却能力：７７トン／日）

（大仙市花館字大戸下川原２－１０）

最終処分場
大仙美郷環境事業組合一般廃棄物最終処分場

（大仙市南外字矢向３７－１）

災害廃棄物搬入日

及び搬入量

平成２４年３月２６日 ９．９２トン

３月２７日 ９．８３トン 計 １９．７５トン

試験焼却期間
平成２４年３月２６日 １８：００

～２８日 １８：００ （計４８時間）

試験焼却期間中の

全焼却量
１５４トン（７７トン×２日）、混焼率 約１３％

焼却灰の搬出日

及び搬出量

主 灰：３月２９日、４月３日 １２．６トン

飛灰固化物：３月２９日、４月２日 １４．０トン

計 ２６．６トン

（飛灰固化物には、試験焼却前後に発生したものが含まれて

おり、試験焼却に係る発生量は約６トンと推計される。）

災害廃棄物の

事前確認調査

（３月１３日）

・災害廃棄物の遮蔽線量率、放射性セシウム、ＰＣＢ

・選別・破砕処理エリアの空間放射線量率、アスベスト

焼却施設・最終処分場

の事前調査

（３月１５日～１６日）

・焼却施設：

敷地境界の空間放射線量率、施設周辺の土壌・地下水及び

焼却灰（主灰及び飛灰固化物）の放射性セシウム

・最終処分場：

敷地境界の空間放射線量率、施設周辺の土壌及び地下水等

の放射性セシウム
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試験焼却中の調査

（３月２６日～２８日）

・運搬車両の空間放射線量率

・焼却施設敷地境界の空間放射線量率

・排ガスの放射性セシウム、ダイオキシン類、塩化水素、

ばいじん、窒素・硫黄酸化物

・焼却灰（主灰、飛灰固化物）の放射性セシウム

・飛灰固化物のダイオキシン類

焼却施設・最終処分場

の事後調査

（４月５日）

・焼却施設：

敷地境界の空間放射線量率、施設周辺の土壌及び地下水の

放射性セシウム

・最終処分場：

敷地境界の空間放射線量率、施設周辺の土壌及び地下水等

の放射性セシウム

２ 試験焼却に伴う調査結果

（１）宮古市藤原埠頭選別・破砕施設における事前確認調査
災害廃棄物の遮蔽線量率、放射性セシウム濃度及びＰＣＢ濃度並びに選別・破砕エ

リアの空間放射線量率及びアスベスト濃度を測定したが、全ての項目において、ガイ
ドラインで定めている目安値を大幅に下回っていた。（調査地点は、図１参照）

①選別・破砕処理エリアの空間放射線量率 （単位：マイクロシーベルト／時）

地点１ 地点２ 地点３ バックグラウンド 目安値

０．０３ ０．０４ ０．０４ ０．０５
バックグラウンドの３倍を

超えないこと

②災害廃棄物の遮蔽線量率 （単位：マイクロシーベルト／時）

災害廃棄物の
遮蔽線量率

バックグラウンド
遮蔽線量率

災害廃棄物の遮蔽線量率から
バックグラウンド遮蔽線量率

を差し引いた値

目安値
（差し引いた値）

０．０２５ ０．０２４ ０．００１ ０．０１を超えないこと
※ 遮蔽線量率とは、外部の放射線の影響を低減させるため災害廃棄物を鉛製の遮蔽体内で、

廃棄物に接触させて線量率を測定した値。（図４参照）
バックグランド遮蔽線量率は、遮蔽体内に廃棄物を入れない状態で測定した値。

③災害廃棄物の放射性セシウム濃度 （単位：ベクレル／ｋｇ）

セシウム１３４ セシウム１３７ 合計値 目安値

２．８（２．３） ３．２（２．８） ６．０ １００ を超えないこと

※ （ ）は検出下限値

④災害廃棄物のＰＣＢ濃度 （単位：ミリグラム／リットル）

ＰＣＢ濃度 目安値 備 考

不検出 ０．００３以下 目安値は、特別管理産業廃棄物の判定基準

※検出下限値は、０．０００５ミリグラム／リットル

⑤選別・破砕処理エリア敷地境界のアスベスト濃度 （単位：本／リットル）

総繊維数濃度 目安値 備 考

０．１１３
１０を

超えないこと

総繊維数濃度とは、長さ５μm 以上、幅（直径）３

μm 未満の繊維状物質を位相差顕微鏡で計数したも

の
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（２）災害廃棄物を積み込んだ運搬車両

宮古市藤原埠頭の選別・破砕処理エリアにおいて災害廃棄物を搬出する際及び大仙

美郷クリーンセンターに到着した際に、災害廃棄物を積み込んだ全運搬車両について

空間放射線量率を測定したが、いずれも問題のないレベルであった。

①平成２４年３月２６日 （単位：マイクロシーベルト／時）

車両１ 車両２ 車両３ 車両４ バックグラウンド

搬出時

(宮古市)

右側面 ０.０５ ０.０６ ０.０６ ０.０５
０.０５

左側面 ０.０４ ０.０５ ０.０５ ０.０５

搬入時

(大仙市)

右側面 ０.０５ ０.０５ ０.０５ ０.０５
０.０５

左側面 ０.０５ ０.０５ ０.０５ ０.０６

②平成２４年３月２７日 （単位：マイクロシーベルト／時）

車両１ 車両２ 車両３ 車両４ バックグラウンド

搬出時

(宮古市)

右側面 ０.０５ ０.０５ ０.０６ ０.０６
０.０５

左側面 ０.０４ ０.０５ ０.０５ ０.０５

搬入時

(大仙市)

右側面 ０.０４ ０.０４ ０.０４ ０.０４
０.０４

左側面 ０.０４ ０.０４ ０.０５ ０.０５

※１ バックグラウンド：敷地内で災害廃棄物の影響を受けない十分に離れた地点

※２ 車両における測定位置は、荷台（コンテナ）側面の中央部から１ｍ離れた地点

※３ 左右の別は車両正面（フロントサイド）から見た場合

（３）焼却施設「大仙美郷クリーンセンター」
・試験焼却中の排ガスの放射性セシウム、ダイオキシン類、塩化水素、ばいじん、
硫黄酸化物、窒素酸化物を測定したが、全ての項目において、目安値や基準値を

大幅に下まわっており、問題のないレベルであった。
・事前及び試験焼却中の焼却灰（主灰、飛灰固化物）の放射性セシウムを測定した

が、ほとんど変化がなく、国が定める埋立基準（８，０００ベクレル／ｋｇ）を
大幅に下まわっており、問題のないレベルであった。

・試験焼却中の飛灰のダイオキシン類を測定したが、基準値を大幅に下まわってお
り、問題のないレベルであった。

・事前、試験焼却中、事後の敷地境界の空間放射線量率、事前及び事後の施設周辺
土壌・地下水の放射性セシウムを測定したが、いずれもほとんど変化がなく、問

題のないレベルであった。（調査地点は、図２参照）

①排ガスの放射性セシウム濃度

採取日：平成２４年３月２８日 （単位：ベクレル／ｍ３）

セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 目安値

不検出

（０．８０）

不検出

（０．８７）
不検出

セシウムଵଷସの濃度

ଶ
＋

セシウム ଵଷの濃度

ଷ
≦１

※排ガス測定試料別の測定結果（排ガス採取方法の概略は、図５参照）

（単位：ベクレル／ｍ３）

試料名 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計

ろ紙部 不検出（０．１６） 不検出（０．１２） 不検出

ドレン部 不検出（０．６４） 不検出（０．７５） 不検出

（ ）は検出下限値
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②排ガスのダイオキシン類、塩化水素、ばいじん、硫黄・窒素酸化物濃度

採取日：平成２４年３月２７日

測定項目 単位 測定結果 基準値

ダイオキシン類 ng-TEQ／N m3 ０．０００７７ １※１

塩化水素 mg／N m3 １２ ７００※２

ばいじん g／N m3 ０．０１未満 ０．０８※２

硫黄酸化物 N m3／h ０．１４未満 ９７※２

窒素酸化物 ｐｐｍ ６０ ２５０※２

※１ ダイオキシン類対策特別措置法の廃棄物焼却炉（処理能力２～４トン／時）に適用される基準値

※２ 大気汚染防止法の廃棄物焼却炉（処理能力２～４トン／時）に適用される基準値

③主灰・飛灰固化物の放射性セシウム濃度 （単位：ベクレル／kg）

試料名 採取日 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計値 基準値

主灰
3/15(事前調査) 不検出（７．０） 不検出（８．１） 不検出

８，０００
3/27（試験焼却中） 不検出（８．８） 不検出（７．２） 不検出

飛灰

固化物

3/15(事前調査) １０（１０） ２５（９．０） ３５

3/28（試験焼却中） １４（９．９） ２３（７．６） ３７

※（ ）内は検出下限値

④飛灰のダイオキシン類濃度 （単位：ng-TEQ／g）

試料名 採取日 測定結果 基準値 備 考

飛灰 3/28 ０．２６ ３
ダイオキシン類特別措置法による廃棄物焼却炉に係

るばいじん等に含まれるダイオキシン類の量の基準

⑤敷地境界空間線量率 （単位：マイクロシーベルト／時）

地点１ 地点２ 地点３ 地点４
バックグラウンド

地点１ 地点２

3/15（事前調査) ０.０４ ０.０４ ０.０５ ０.０５ ０.０４ ０.０３

3/27（試験焼却中) ０.０５ ０.０５ ０.０５ ０.０５ ０.０４ ０.０４

4/5（事後調査) ０.０５ ０.０４ ０.０５ ０.０５ ０.０４ ０.０４

※ 秋田県における地上高さ１ｍにおける空間放射線量率（０.０３～０.０９マイクロシーベルト／時）

⑥周辺土壌の放射性セシウム濃度 （単位：ベクレル／ｋｇ）

調査地点 検体採取日
放射性セシウム濃度

セシウム１３４ セシウム１３７ 合計

Ｎｏ．１
3/16(事前調査) 不検出（５．７） 不検出（６．２） 不検出

4/5 (事後調査) 不検出（６．４） 不検出（６．３） 不検出

Ｎｏ．２
3/16(事前調査) 不検出（６．８） 不検出（６．７） 不検出

4/5 (事後調査) 不検出（６．２） 不検出（６．７） 不検出

Ｎｏ．３
3/16(事前調査) 不検出（３．９） ６．２（５．９） ６．２

4/5 (事後調査) 不検出（５．９） 不検出（６．７） 不検出

Ｎｏ．４
3/16(事前調査) 不検出（６．３） 不検出（７．０） 不検出

4/5 (事後調査) 不検出（７．０） ９．０（６．６） ９．０

Ｎｏ．５
3/16(事前調査) 不検出（６．２） 不検出（７．０） 不検出

4/5 (事後調査) 不検出（５．８） 不検出（６．５） 不検出

Ｎｏ．６
3/16(事前調査) 不検出（６．９） 不検出（７．１） 不検出

4/5 (事後調査) 不検出（５．７） 不検出（７．３） 不検出
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※１ 秋田市の土壌の放射性セシウム濃度（Ｈ２０～２３：２５～２９．５ベクレル／ｋｇ）

※２ 秋田県内の落葉の放射性セシウム濃度（Ｈ２３：不検出～１８ベクレル／ｋｇ）

※３ （ ）は検出下限値

⑦周辺地下水の放射性セシウム濃度 （単位：ベクレル／リットル）

調査地点 検体採取日
放射性セシウム濃度

セシウム１３４ セシウム１３７ 合計

Ｎｏ．１
3/15(事前調査) 不検出（０．６７） 不検出（０．５４） 不検出

4/5（事後調査） 不検出（０．６２） 不検出（０．５３） 不検出

Ｎｏ．２
3/15(事前調査) 不検出（０．５６） 不検出（０．５６） 不検出

4/5(事後調査) 不検出（０．６３） 不検出（０．５１） 不検出

※（ ）は検出下限値

（４）一般廃棄物最終処分場

敷地境界の空間放射線量率、周辺土壌や地下水等の放射性セシウムについて事前、

事後に測定したが、いずれもほとんど変化がなく、問題のないレベルであった。

（調査地点は、図３参照）

①敷地境界空間線量率 （単位：マイクロシーベルト／時）

地点１ 地点２ 地点３ 地点４
バックグラウンド

地点１ 地点２

3/15（事前調査） ０.０２ ０.０２ ０.０２ ０.０２ ０.０３ ０.０２

4/5（事後調査） ０.０２ ０.０１ ０.０２ ０.０３ ０.０３ ０.０２

※１ 秋田県における地上高さ１ｍにおける空間放射線量率（０.０３～０.０９マイクロシーベルト／時）

※２ 積雪の影響により、空間放射線量率が０．０１～０．０２マイクロシーベルト／時と低い値となって

いるものと考えられる。

②周辺土壌の放射性セシウム濃度 （単位：ベクレル／ｋｇ）

調査地点 検体採取日
放射性セシウム濃度

セシウム１３４ セシウム１３７ 合計

Ｎｏ．１
3/15(事前調査) 不検出（８．３） １８（８．４） １８

4/5（事後調査） 不検出（７．０） １１（６．６） １１

Ｎｏ．２
3/15(事前調査) 不検出（６．９） 不検出（７．０） 不検出

4/5（事後調査） 不検出（４．３） 不検出（６．２） 不検出

※１ 秋田市の土壌の放射性セシウム濃度（Ｈ２０～２３：２５～２９．５ベクレル／ｋｇ）

※２ 秋田県内の落葉の放射性セシウム濃度（Ｈ２３：不検出～１８ベクレル／ｋｇ）

※３ （ ）は検出下限値

③地下水・防災調整池放流水の放射性セシウム濃度 （単位：ベクレル／リットル）

調査地点 検体採取日
放射性セシウム濃度

セシウム１３４ セシウム１３７ 合計

地下水
3/16(事前調査) 不検出（０．４３） 不検出（０．４３） 不検出

4/5（事後調査） 不検出（０．４７） 不検出（０．５１） 不検出

防災調整池

放流水

3/15(事前調査) 不検出（０．３５） 不検出（０．４７） 不検出

4/5（事後調査） 不検出（０．５６） 不検出（０．４８） 不検出

※ （ ）は検出下限値
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３ 今後のスケジュール

大仙市では、この結果について４月１５日に地元住民説明会を開催して詳細に説明

することとしており、この状況を踏まえて、災害廃棄物の本格受け入れに向けて大仙

市と協議を進めていく。
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図１ 事前確認調査地点図
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図２ 大仙美郷クリーンセンター調査地点図



9

図３ 一般廃棄物最終処分場調査地点図
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図４ 遮蔽線量率の測定例

図５ 排ガス採取方法の概略

災害廃棄物放射能濃度測定調査業務報告書（平成２４年１月 宮城県）より引用

測定準備状況 測定状況


